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＜病棟連絡事項＞
・新年互例会のお知らせ。当日出勤の職員は参加して下さい。
日　時：2023年1月4日(水)　17：15～17：30
場　所：メンタルケア病棟3F 会議室にて

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・三浦　勝郎様～東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～処方漏れあり。田名部Dr.よりロナセンテープ４０ｍｇ２週間分処方。

・松村　真衣様～面談の日時について、12/19（月）15：00　特別診察室にて主治医確認。母様にも電話にてお伝えしている。
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＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。午前はスタッフ見守りできず開放観察見送りとしている。午後は入浴後、他室侵入や他者の私物弄り等の迷惑行為あるため、時間早めて開放観察終了する。自傷行為や不潔行為無く過ごしている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。スタッフの見守りは行えない状況にあるため開放観察見送りとする。眼光鋭く、妄想発言顕著。要求が通らないと高圧的に話す事あるが、粗暴性はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～終日隔離中。10:00～16:00開放観察実施。表情や口調は穏やかで、他者トラブルや易怒性無し。14：00不調時ロラゼパム（0.5）1T服用。不穏興奮なく過ごしている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　知子様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察指示。入浴以外は自室から出ようとせず。午後は開錠も希望されず開放観察見送り。幻聴あるも希死的言動や衝動性はなく、スタッフ対応穏やか。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。主治医診察にて、本日より10：00～16：00開放観察となっている。他者へ大声出す事あるが、粗暴性や破壊行為なし。16：00再拘束の拒否あり、男性スタッフ介入にて身体拘束再開。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・中村　豊様～性的逸脱行為や他者トラブル無く過ごしている。男性患者様と適度に交流見られている。

・荒川　喜和様～発熱なく、食事摂取出来ているが、体動活発にて落ち着かず常時見守りを要する状態。点滴施行しているが安静保持できずベッドからの転落の危険性あり。10時リスパダール内用液(0.5)1P与薬。車椅子にて見守りしている。午後より傾眠傾向。

＜田名部Dr.診察情報＞
・鈴木　知子様～明日より開放観察時間は20：00～6：00の時間隔離へと指示あり。

・安達　貴浩様～ドア蹴りなど粗暴さみられた件もあり、終日隔離、開放観察時間はそのまま継続。

・袴田　将志様～自身の書いたノートを見せ誇大妄想的に話されている。終日隔離、開放時間はそのまま継続。服薬調整していく。今後、クロザピンの使用を検討していくとの事。

・芦口　道則様～流延の訴えがあるため薬剤調整していく事説明あり。

・小向　美幸様～疼痛はまだあるが、間にくらべたら軽減している。ホットショックや、急に苛々したり、不安になったりすると更年期症状のような訴えをしている。症状に対する漢方薬加味逍遙散追加処方あり。

・佐藤　英之様～抗酒剤(レグレクト）を明日より開始する事説明あり。

＜馬渡Dr.診察情報＞
・宮崎　宏之様～状態著変無し。臨時薬同内容にて７日分処方。

・山崎　勝美様～臨時薬同内容にて７日分継続処方。血圧高値の訴えあるが入院直後であるため、今後経過を観察して高値が続くようであれば処方検討するとの事。

・相澤　正弘様～診察にて再度経管栄養は希望されない事を確認している。嚥下機能低下している為、口渇にはスポンジで口を潤す、含嗽などにて対応するよう指示あり。臨時薬は同内容にて７日分継続処方。食事は摂れており、点滴は終了となる。

・小山　育美様～臨時薬同内容にて７日分処方。拒否をしているインヴェガについて、薬剤師からの説明希望あり。服用に対して態度の軟化見られる。服薬コンプライアンスの確立が退院の条件であると説明ある。

・泉山　紀子様～臨時薬同内容にて７日分処方。私物の自己管理について、受け持ちを相談しながら自己管理の許可あり。腕時計の使用は診察時に許可している。

・清水目　忠男様～状態変化無し。退院調整は介護認定結果待ち。臨時薬同内容にて７日分処方。

・松原　チヨ様～食事量にばらつきはあるが摂取出来ており、情動の不穏も見られない。臨時薬は同内容にて７日分処方。このまま特に問題無いが無ければ早期に退院とする。

・工藤　敬子様～日赤にてダットスキャンを実施し現在結果待ち。臨時薬同内容にて７日分処方。

・荒川　喜和様～覚醒状態改善し、食事も摂取できるようになっている。明日より精神薬再開となり、臨時薬７日分処方となる。点滴は同内容にて５日分処方。

・水梨　孝純様～状態変化無し。定期薬を継続していく。

＜皮膚科診察情報＞
・小笠原　久年様～同前処置。

・芦口　道則様～同前処置、テルビナフィンクリーム1本処方

・若沢　理子様～同前処置。

・小山　育美様～左鶏眼部、12/19スピール膏貼付し、12/22処置予定。その他同前処置。

・泉山　紀子様～同前処置。

・藤井　孝蔵様～同前処置。

・立花　圭様～同前処置。

・小栗　健太郎様～同前処置。

・中村　豊様～尿素クリームからアズノールへ変更。アズノール軟膏1本処方。

・中居　敬悦様～同前処置。

・城前　実様～同前処置。

・青木　昭弘様～同前処置。

・荒川　喜和様～同前処置。

・水梨　孝純様～同前処置。

・澤口　利香様～①右外耳口部に半粒大の隆起、圧痛あり。ゲンタマイシン軟膏処方。
②四肢の虫刺され痕の痒みあり。デルモゾール軟膏処方。
③四肢・体幹の掻痒感あり。ヘパリンクリーム処方と。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和4年12月15日　11：01
　氏　　名：三浦　勝郎（みうら　かつろう）様
　生年月日：昭和14年1月22日　83歳
　病　　名：混合型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr（サポート医：田名部Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室
　
　＜経過＞
　令和3年7月頃からは夜間に大声をあげる、同年末頃からは易怒性、粗暴行為見られ都度薬剤調整を行っていたが改善せず。自宅・施設何れも対応が困難であり、R4年4月7日症状改善・環境調整目的にて当院初診し同日医療保護入院となっている。以降、当院にて治療を行っていた。同年8月30日には経管栄養を開始。原因不明であるが管の挿入が次第に難しくなっている。17日深夜、18日に大量のコーヒー様残渣物嘔吐あり。他院での検査・状態管理必要である為、家族希望で同日青森労災病院へ搬送、当院は退院となっている。青森労災病院での治療は終了し、身体状態は安定したため、再び当院での治療継続目的にて、東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

【退院先】施設希望
【緊急時】蘇生・搬送希望
【CSセット】B-①
【車椅子】レンタルA自操
【売店】利用不可
【義歯】なし
【コロナワクチン】　　　　　　　　
①2021/6/9
②2021/6/30
③2022/4/13
④2022/10/5
【他科受診】なし
【他科薬】当院へ切り替え済み
